
私たちの移動を支える

福塩線の運転士

Q1. どんな思いで
　　　　　運転されていますか？

特 集

私たちのまちを通る唯一の鉄道「福塩線」。
交通で私たちの暮らしを支えてくれています。
その運行を担っているのが、運転士の皆さんです。
その仕事に込められた思いとは。
インタビューのその先の知られざる福塩線の魅力をお届けします。

出身 ： 広島市
経歴 ： 2003年に入社後、
　　　駅員・車掌を経て、
　　　2007年に運転士に
プライベート ：
　　　2児の父。休みの日は釣りも。
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Interview 01        -インタビュー -

Interview 02        -インタビュー -

お客様を安全に目的地へお届けするため「安全」を一番に
　特に福塩線は大雨や倒木、落石、落ち葉など、
自然のトラブルが起きやすい路線です。運転中は
周りの様子にしっかり目を配り、少しでも「危な
い」と感じたら、まずは列車を止めて安全を確か
めます。どんなときも焦らず、お客様の安全・安
心を守る運転を心がけています。

お客様の「ありがとう」が原動力
　府中駅～三次駅は全て「ワンマン運転（乗務員が運転士1人のみの運行）」
のため、お客様との距離が非常に近いです。降車されるお客様から「あり
がとう」と直接笑顔で声をかけていただけた瞬間に、大きなやりがいを感
じます。通学の学生や高齢者など、地域の方々の毎日の移動をすぐそばで
支え、温かい繋がりを感じられることが、この仕事を続ける何よりの原動
力です。

運転士が思わず心を動かされる、福塩線の風景・駅。あなたもきっと見たくなるはず。

～

Q2. 独断と偏見で選ぶ、グッとくる瞬間は？

至　三次

至　福山

※随時休憩などを含む随時休憩などを含む

られざる福塩線の魅力をお届けします。
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